第10章　コンテナ管理永続性のための実体ビーンコンポネント契約

10.1 概観

コンテナで管理される永続性のための体系にしたがって，Bean提供者は，アプリケーションのための実体ビーンの集合を開発し，それらの関係を決定する。ビーン提供者は，コンテナで管理されるフィールド及びデータベース関連性を定義する，各実体ビーンのための抽象永続性スキーマを設計し，アクセスするためのメソッドを決定する。実体ビーンインスタンスは，コンテナ管理フィールド及び関連性に，抽象永続性スキーマのために定義されたメソッドを使って実行時にアクセスする。

抽象永続性スキーマは，ビーン提供者によって作成される配備記述子において規定される。配備担当者は，コンテナ提供者のツールを使って，抽象永続性スキーマによって定義された永続性フィールド及び関連性がどのようにデータベース又は他の永続性記憶内容に対応づけされるかを決定し，さらに，コンテナが実行時に実体ビーンインスタンスの永続性フィールド及び関連性を管理できるために必要な追加クラスとインタフェースを生成する。

10.は，コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンのためのコンポネント契約を記述し，永続性記憶内容において，実体ビーンインスタンスとその表現との間でデータ独立性がどのように保持されるかを記述する。これは，契約を実体ビーン提供者及びコンテナの両方に対する観点から記述する。

備考　コンテナ管理永続性のためのコンポネント契約は，EJB2.0規定においてかなり変更された。コンテナ管理永続性のためにEJB1.1コンポネント契約を用いる実体ビーンは，EJB2.0コンテナにおいても支持されねばならない。しかし，これらの契約は別々であり，ビーン提供者は，どちらかを選ばねばならない。コンテナ管理永続性のためのEJB1.1実体ビーンコンポネント契約は，14.“コンテナ管理永続性のためのEJB1.1コンポネント契約”で定義する。
